
 

 

 

 

 

【 役員会ご報告 】～9 月 14 日：第 5回目のご報告です。 

今回は８月の事業報告、ラジオ体操、夏祭りに関しての反省と来年に向けての意見交換、 

敬老会準備、当日本番について打ち合わせを実施。各部からの連絡では土木部から来年排雪日

程について、ホール運営部からは班長会議時の消防消火避難訓練の説明が行われました。 

 

【 班長の皆様へ班長会議と 2期分会費納金のお知らせ 】～総務部より 

10 月 12 日の班長会議を下記要領にて開催しますのでお知らせします。 

＜ 記 ＞ 

・日  時：１０月１２日（日曜） ９：３０～ 

・場  所：カームビラホール 集会室 

・内  容：①消防訓練～消火器を使っての消火訓練 

      ②事業報告、その他連絡、意見交換 

    ＊各班長の皆様ご出席いただきます様お願いいたします。 

※当日９：００よりホール事務所にて２期分会費の納金を受付ております。 

 

【 枡花壇（植樹枡）の防草シート敷設について 】 

いつも「町内をきれいにする日」にご協力いただきありがとうございます。 

昨年よりお伝えしておりましたが、市より本年度実施範囲について概略ではありますが連絡が

あり緑化公園向かい側の 3 丁目、4 丁目付近エリアから実施することとなりました。 

今後確実な情報が入り次第順次お知らせする予定ですが現在植えられている花、植木等は業者

が処置する予定ですのでご承知願います。 

 

【 餅つきと雪灯りの日程について 】 

「餅つき祭り」と「雪灯り」について下記の通り日程が決まりましたのでお知らせします 

〇餅つき祭り  令和 7年 12 月 14 日（日曜日） 

〇雪灯り    令和 8 年 01 月 11 日（日曜日） 

当日までに何度かご案内させていただくことになりますが、多数の参加をお待ちすると同時

に夏祭り同様サポーターとしてお手伝いいただけると大変心強く有難いところです。 

 また雪灯りについては毎年雪像を作りすべり台として子供さんに好評ですが今年は役員だけ

でなくサポータを募集するなど検討していますので今後順次お知らせいたします。 

 

＊カームビラサロンのお知らせ～１０月２５日（土）9:00～12:00 実施します。 

◕無料で麻雀、卓球、囲碁、カラオケ等を楽しみください。◕健康ポイント対象です。 

 

＊リサイクル回収金のご報告 

◎8月入金分: \15,498、累計：¥109,716 ご協力ありがとうございます。 
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【 敬老会のご報告 】～９月１５日（月）：敬老の日 
 

 

 

 

 

 

“ 歓談の様子”           “ハーモニカとハンドベル演奏” 

ご招待６７名様、民生児童委員 1 名に役員１１名が出席して行われました。秋晴れで

気温も丁度良くさわやかな朝にお客様をお迎えすることが出来ました。吉田会長の挨拶、

寿会会長伊藤英俊様の挨拶・乾杯の音頭で敬老会の開催です。今回は会員の門田様

のハーモニカ演奏とボランティア活動のお仲間川端様とのハンドベルとハーモニカのア

ンサンブル演奏でお祝いに花を添えていただきました。しばらく懇談後老人クラブ“寿

会”様の合唱でオリジナル曲「寿会の歌」と「上を向いて歩こう」そして「青春時代」３曲の

熱唱です。その後のカラオケでは皆さん自慢の歌声で楽しんでいただきました。 

皆様の会話も弾み短い時間ではありますが楽しく過ごしていただいたことと喜んでお

ります。また来年も皆様とお会いし、元気に楽しんでいただけるよう役員一同力を合わ

せてまいります。皆様、敬老の日おめでとうございます。そしてありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

        “寿会合唱の様子”              “カラオケの様子” 

≪編集後記≫ ～ あいさつ運動について  

猛暑も去り、やっと北国らしい秋の訪れです。岩見沢市では学校やコミュニティエリアで

の“あいさつ運動”を行っています。地域コミュニケーションの活性化や豊かな人間関係

の構築、住みよい生活環境の形成を目的としています。また、防犯という観点からも重

要です。 

あいさつ運動を行うことで、次のような効果を期待しています。 

◕家庭、学校、地域など人と人、社会全体のつながりや信頼を深める 

◕助け合いの心を育てる 

◕防犯や非常時のコミュニケーションにも効果を発揮する 

◕よりよい社会の環境が整う 

時々子供たちから先に声を掛けられ明るい気持ちになることがあります。 

そんな時大人の我々も子供たちの気持ちに応えられる様にと反省しています。 

次は自分からと・・。 
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